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製品安全データシート

轄理番号Ｉア08-008

:昭和電工パッケージング株式会社

：〒259.1146神奈川県伊勢原市鈴川３１番地

:品質保証部伊勢原品質保証課担当者：増田亨

:昭和電工パッケージング株式会社伊勢原工場

作成者

住所

担当部門

緊急連絡先

作成日：2008年１１月２９日

製品名バリテックＰ－１

物質の特定単一物質・混合物の区別：混合物

[危険有害性の分類0

分類の名称：分類基準に該当しない。

危険性：通常の状態では危険な反応や火災爆発を起こすことはない。

有害性：通常の状態では特に有害性はない。

環境影響：環境において長期間分解しない。

聴急処置Ｊ

目に入った場合：危険な物質ではないが、粉塵・挨が目に入った場合は清浄な流水で洗浄

し、洗い流す。異物が残るようであれば眼科医の手当てを受ける。

皮膚に付着した場合：通常状態では無害、溶融状態となった樹脂が皮膚に付着した場合は、

冷水で冷やし、皮膚に付着した樹脂を無理に剥がそうとしないこと。

火傷等の症状が出た場合は医師の診察を受ける。

吸引した場合：溶融樹脂から発生するガスを吸引した場合、新鮮な空気の場所に移るこ

と。異常があれば医師の診察を受ける。

飲み込んだ場合：破片を飲み込んだ場合は、できるだけ吐き出し、異常を感じるようであ

れば医師の手当てを受ける。

物質名 化学名 官報公示番号 ＯＡＳＮＵ 国連分類、国連番号

＃１２メタライト

皿。Ｆ･ＭＡＩＬＭＨ

ＰＥＴ９９％ 

ＡＬ１％ 

25036-59-9 

7429.90-5 

ポリエチレン ｴﾁﾚﾝﾎﾓﾎﾟリマー (6)･１ 9002-88-4 

ポリエチレンクロス ポリエチレン (6)･１ 9002-88-4 

ポリエチレンフィルム ｴﾁﾚﾝ１.ﾍｷｾﾝ共重合物 (6)･１ 9002-88-4 



【火災時の処置］

消火方法：消火剤、水を使用して風上から消火する。消火作業時は必ず防具衣、

空気呼吸器を使用する。

消火剤：水、泡末消火剤、粉末消火剤

睡出時の措國

通常では漏出することはない。破片が飛散した場合は回収し産廃処理をする。

[取扱い及び保管上の注意］

取扱い：①シート及び巻取品等、重量物を取扱う場合は、手足の保護、腰痛

為の用具、治具を用いる。

②重量物の荷崩れ防止や落下防止等の取扱い上の処置をとる。

保管：①雨水、直射日光を避け、冷暗所に保管する。

②水、酸アルカリ等と接触する場所は避ける。

③保管場所では火気を使用しない。

曝露防止措置］

管理濃度：該当しない。

：日本産業衛生学会該当しない

：ＡＧＧＩＨ該当しない

設備対策：特になし

保護具：状況に応じ適宜、手袋、安全靴、ヘルメット等の保護具を着用する。

腰痛防止の

胸理、化学的性團

外観等：フィルム状

融点：102℃～130℃（ポリエチレン）

比童：0.905～0.94（ポリエチレン）

発火点：400℃以上（ポリエチレン）

揮発性：なし

溶解性：不溶（水）

脆険性情割

引火点：300℃以上（ポリエチレン）

発火点：400℃以上（ポリエチレン）

可燃性：あり（発火源があればもえる）

水との反応性、自己反応性、爆発性：なし

安全性、反応性：常温で安定



▽ 

[有害性情報］

刺激性（皮膚、眼）：加熱溶融状態で発生源ガスは眼、呼吸器を刺激する。

感作性：なし

急性毒性：現在のところ知見なし

がん原住：現在のところ知見なし

障境影響傭鋼

分解性：通常では長期間分解しない。

その他：海洋生物、鳥類が摂取することを防止するため、いかなる海洋や水域へ投

棄、放出してはならない。

[破棄上の注創

廃棄物は原則として焼却又は埋立てによって処理する。

：①焼却するときは焼却設備を用い「大気汚染防止法」等の関係法令に適合

した処置を施し焼却する。

：②埋立てるときは「廃棄法」に従って公認の産業廃棄物処理業者又は地方

公共団体がその処理を行っている場合はその団体に委託して処理する。

縢送上の注意］

：①梱包物に打痕、破損等の衝撃を与えないよう注意する。

：②雨水、火気の当たらないよう注意する。

随用法令】

消防法：指定可燃物、合成樹脂類（指定数量３０００ｋｇ）

廃棄物処理法：産業廃棄物、廃プラスチック類に該当する。

【その他Ｊ

記載内容は、現時点で入手できる資料、データに基づいて作成しており、以上の情報は新

しい知見により改訂されることがあります。また注意事項は通常の取扱いを対象としたも

ので、特別な取扱いの場合は、用途、用法に適した安全対策を実施の上ご利用下さい。

以上は情報提供であって、保証するものではありません。


